定常状態での低周波揺動についての統計力学(基研長期研究計画「非線型・非平衡状態の統計力学」,研究会報告) by 横田, 万里夫
Title定常状態での低周波揺動についての統計力学(基研長期研究計画「非線型・非平衡状態の統計力学」,研究会報告)
Author(s)横田, 万里夫


























して影響すると答えることにしよう｡Z(Ⅹ)の代 りの リー マン座標で凡てを再構成すれ
ばこのことははっきりする筈である｡
定常状態での低周波揺動についての統計力学
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p = p..E′mdTe-iL Tp｡′βd言 (HcIEnJe" Hc-捕 )0 0 (3)
と表わされるような展開された形で議論する方が実用的には取扱いやすい点も指摘 して
おきたい｡






湘北大 ･電子 落 合 萌
モーメントの母関数から,BBGKY鎖方程式を経て運動方塩式を導いたのと同様に
キュムラントの母関数から鎖方程式を導き,これより運動方程式を得ることもできる｡
キュムラントの鎖方捉式からBogoliubovの方法を用いて運動方程式を導くことはすで
に与えられているが,この方法ではBBGKY鎖方捉式による解法に比べてとりわけ簡
単になるといったものではなかった｡そのうえ使われた COarSegrainingによりゆらぎに
関してはなにもいうことはできない｡
森氏は臨界現象の議論に有効な手段であった scalingの考え方を拡張することにより
Brown運動を論 じBoltzmann-Langevin方程式を求めた｡
scalingの方法では,その見る巨視的モー ドにより,scalingfactorおよびscalinginvariant
がきまりさえすれば BBGKY鎖方程式を用いて従来行なわれてきた方法で論ずるよ り
かなりたやすくこれ らの運動方程式を求めることができる｡
ここでは森氏により導入されたscalingの方法をキュムラント鎖方程式に適用 して中性
希薄気体におけるBoltzmann方程式とこれに伴 うゆらぎの満す方程式を導いた｡
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